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　２０１８年度夏季手当について、本日第３回目の交渉があり、
ＪＲ東日本から、「基準内賃金×２．９１箇月分」の回答が示さ
れました。
　国労としては、「２０１７年度決算は、『６期連続の増収かつ
過去最高』の好調な実績となっている。今回の業績は、現場で
安全・安定輸送を日夜担う社員の頑張りがあってこそ」であり、
多くの社員が『前年比増月数』以上を期待していた中で、私た
ちの要求である３．２箇月を支払う体力はあると主張してきま
したが、極めて不十分な回答であること」から再考を求め、持
ち帰り検討としました。


